
(57)【要約】

【課題】取り扱い時に割れが発生することを抑制防止し

つつ、板状部材を所望のブレイクラインに沿って精度よ

く分割することが可能な板状部材の分割方法および該方

法を用いて製造される寸法精度の高い基板を提供する。

【解決手段】板状部材１の想定ブレイクライン２ａ，２

ｂ上に、開口部平面形状が多角形で、かつ、該多角形の

２つの頂点Ｓが想定ブレイクライン２ａ，２ｂ上に位置

するように、間欠的に複数のブレイク孔３を形成した後

、板状部材１を想定ブレイクライン２ａ，２ｂに沿って

分割する。

　想定ブレイクライン上に位置する２つの頂点の角度を

９０°以下とする。

　想定ブレイクラインが、想定ブレイクライン上に位置

する２つの頂点の等角２等分線となるようにブレイク孔

を形成する。

　エネルギー密度分布がトップハット型のレーザー光を

用いる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 開 口 部 平 面 形 状 が 多 角 形 で 、 か つ 、 該 多 角 形 の ２ つ の 頂 点 が 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位
置 す る よ う に 、 板 状 部 材 の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 間 欠 的 に 複 数 の ブ レ イ ク 孔 を 形 成 す る
工 程 と 、
　 前 記 板 状 部 材 を 前 記 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン に 沿 っ て 分 割 す る 工 程 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 板 状 部 材 の 分 割 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ブ レ イ ク 孔 の 前 記 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る 前 記 ２ つ の 頂 点 の 角 度 が い ず れ
も ９ ０ ° 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン が 、 前 記 ブ レ イ ク 孔 の 前 記 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る 前
記 ２ つ の 頂 点 の 等 角 ２ 等 分 線 と な る よ う に ブ レ イ ク 孔 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は ２ 記 載 の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ブ レ イ ク 孔 を レ ー ザ ー 光 に よ っ て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ
か に 記 載 の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 レ ー ザ ー 光 と し て 、 エ ネ ル ギ ー 密 度 分 布 が ト ッ プ ハ ッ ト 型 の レ ー ザ ー 光 を 用 い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 平 面 形 状 が 多 角 形 で ２ つ の 頂 点 が ブ レ イ ク 端 面 と 上 面 の 境 界 部 で あ る 稜 線 部 に 位 置 す る
切 欠 き が 周 縁 部 に 所 定 の 間 隔 を お い て 複 数 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 基 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 板 状 部 材 の 分 割 方 法 お よ び 該 方 法 を 用 い て 製 造 さ れ る 基 板 に 関 し 、 詳 し く
は 、 板 状 部 材 を 意 図 す る ブ レ イ ク ラ イ ン に 沿 っ て 分 割 す る た め の 分 割 方 法 お よ び 該 分 割 方
法 を 用 い て 製 造 さ れ る 基 板 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 プ リ ン ト 配 線 基 板 や 多 層 セ ラ ミ ッ ク 基 板 な ど の 基 板 は 、 通 常 、 板 状 部 材 （ 親 基 板 ） を 所
定 の ブ レ イ ク ラ イ ン に 沿 っ て ブ レ イ ク し て 、 多 数 個 の 基 板 （ 子 基 板 ） に 分 割 す る 工 程 を 経
て 製 造 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 板 状 部 材 を 分 割 す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 図 ９ (ａ )， (ｂ )に 示 す よ う に 、 セ
ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト （ 焼 成 前 基 板 ） ５ １ に 、 炭 酸 ガ ス レ ー ザ ー な ど の レ ー ザ ー ビ ー ム
５ ２ を 照 射 し て ス ク ラ イ ブ ブ レ イ ク ラ イ ン （ ブ レ イ ク 用 溝 ） ５ ３ を 形 成 す る 方 法 が 知 ら れ
て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 ブ レ ー ド を 押 し 当 て て セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト を 切 断 す る 方 法 に
比 べ て 、 ブ レ ー ド の 物 理 的 な 押 圧 作 用 に 起 因 す る 切 欠 き 溝 の 深 奥 部 に 発 生 す る 微 小 ク ラ ッ
ク の 発 生 を 防 止 す る こ と が 可 能 に な り 、 そ の 結 果 と し て 、 厚 膜 形 成 時 の 印 圧 や 焼 成 熱 ス ト
レ ス に 耐 え う る よ う な 均 質 で 安 定 性 の 高 い セ ラ ミ ッ ク 基 板 を 得 る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 レ ー ザ ビ ー ム を セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト の 表 面 に 照 射 し て 、 孔 が 重 な
り 合 う よ う に し て ス ク ラ イ ブ ブ レ イ ク ラ イ ン （ ブ レ イ ク 用 溝 ） ５ ３ を 形 成 し た 上 記 特 許 文
献 １ の 方 法 の 場 合 、 ス ク ラ イ ブ ブ レ イ ク ラ イ ン （ ブ レ イ ク 用 溝 ） ５ ３ を 形 成 し な い 場 合 に
比 べ る と 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト （ 板 状 部 材 ） の 強 度 が 低 下 し 、 焼 成 中 も し く は 焼 成
後 の 取 り 扱 い 工 程 で 、 ス ク ラ イ ブ ブ レ イ ク ラ イ ン （ ブ レ イ ク 用 溝 ） ５ ３ に 沿 っ て 割 れ が 発
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生 し や す く な る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 セ ラ ミ ッ ク グ リ ー ン シ ー ト に 炭 酸 ガ ス レ ー ザ ー な ど の レ ー ザ ー
ビ ー ム を 照 射 し て 、 長 孔 （ 平 面 形 状 が 長 円 の 孔 ） や 短 孔 （ 平 面 形 状 が 円 形 の 孔 ） な ど の 貫
通 孔 を 間 欠 的 に 形 成 し て 、 ミ シ ン 目 状 に ス ク ラ イ ブ ブ レ イ ク ラ イ ン を 形 成 す る 方 法 も 提 案
さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 場 合 に は 、 焼 成 収 縮 に よ る 割 れ の 発 生 な ど を 抑 制 し つ つ 、 焼 成
後 に 個 々 の 基 板 （ 子 基 板 ） に 分 割 （ ブ レ イ ク ） す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 ミ シ ン 目 状 に ス ク ラ イ ブ ブ レ イ ク ラ イ ン を 形 成 す る 方 法 の 場 合 、 レ ー ザ
ー ビ ー ム を 照 射 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 貫 通 孔 は 、 平 面 形 状 が 丸 み を 帯 び た 形 状 と な る
た め 、 ブ レ イ ク 時 に お い て 亀 裂 が 発 生 、 進 行 す る 方 向 が 定 ま ら ず 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、
分 割 後 の 子 基 板 ６ ０ の 端 面 の 、 貫 通 孔 ５ ３ が 分 割 さ れ た 複 数 の 部 分 貫 通 孔 ５ ３ ａ 間 に は 、
大 き な 凹 部 ６ １ や 凸 部 ６ ２ が 形 成 さ れ 、 寸 法 精 度 が 低 下 す る と い う 問 題 点 が あ る 。
　 す な わ ち 、 子 基 板 ６ ０ の 端 面 に 凹 部 ６ １ や 凸 部 ６ ２ が 形 成 さ れ た 場 合 、 凹 部 ６ １ に お い
て 線 Ｌ で 示 す 目 標 寸 法 よ り も 子 基 板 ６ ０ の 寸 法 が 小 さ く な る 分 に は そ れ ほ ど 問 題 は な い が
、 凸 部 ６ ２ に お い て 線 Ｌ で 示 す 目 標 寸 法 よ り も 子 基 板 ６ ０ の 寸 法 が 大 き く な る （ 外 側 に 膨
ら む よ う に ブ レ イ ク さ れ て 寸 法 が Ｅ だ け 目 標 寸 法 を 超 え て し ま う ） 場 合 が あ り 、 製 品 （ 例
え ば 多 層 基 板 な ど ） の 寸 法 が 規 格 を 外 れ て し ま う と い う 問 題 点 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ２ － ２ ３ ２ １ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る も の で あ り 、 取 り 扱 い 時 に 割 れ が 発 生 す る こ と を 抑
制 防 止 し つ つ 、 板 状 部 材 を 所 望 の ブ レ イ ク ラ イ ン に 沿 っ て 精 度 よ く 分 割 す る こ と が 可 能 な
板 状 部 材 の 分 割 方 法 お よ び 該 方 法 を 用 い て 製 造 さ れ る 寸 法 精 度 の 高 い 基 板 を 提 供 す る こ と
を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 発 明 （ 請 求 項 １ ） の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 は 、
　 開 口 部 平 面 形 状 が 多 角 形 で 、 か つ 、 該 多 角 形 の ２ つ の 頂 点 が 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位
置 す る よ う に 、 板 状 部 材 の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 間 欠 的 に 複 数 の ブ レ イ ク 孔 を 形 成 す る
工 程 と 、
　 前 記 板 状 部 材 を 前 記 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン に 沿 っ て 分 割 す る 工 程 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 は 、 前 記 ブ レ イ ク 孔 の 前 記 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上
に 位 置 す る 前 記 ２ つ の 頂 点 の 角 度 が い ず れ も ９ ０ ° 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 は 、 前 記 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン が 、 前 記 ブ レ イ ク 孔
の 前 記 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る 前 記 ２ つ の 頂 点 の 等 角 ２ 等 分 線 と な る よ う に ブ レ
イ ク 孔 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 は 、 前 記 ブ レ イ ク 孔 を レ ー ザ ー 光 に よ っ て 形 成 す
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 は 、 前 記 レ ー ザ ー 光 と し て 、 エ ネ ル ギ ー 密 度 分 布
が ト ッ プ ハ ッ ト 型 の レ ー ザ ー 光 を 用 い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 願 発 明 （ 請 求 項 ６ ） の 基 板 は 、 平 面 形 状 が 多 角 形 で ２ つ の 頂 点 が ブ レ イ ク 端 面
と 上 面 の 境 界 部 で あ る 稜 線 部 に 位 置 す る 切 欠 き が 周 縁 部 に 所 定 の 間 隔 を お い て 複 数 形 成 さ
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れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 発 明 （ 請 求 項 １ ） の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 は 、 開 口 部 平 面 形 状 が 多 角 形 で 、 か つ 、 該
多 角 形 の ２ つ の 頂 点 が 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る よ う に 、 板 状 部 材 の 想 定 ブ レ イ ク
ラ イ ン 上 に 間 欠 的 に 複 数 の ブ レ イ ク 孔 を 形 成 し 、 板 状 部 材 を 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン に 沿 っ て
分 割 す る よ う に し て い る の で 、 ブ レ イ ク 時 に 、 亀 裂 が 発 生 、 進 行 す る 位 置 お よ び 方 向 が 定
ま り （ ブ レ イ ク 孔 の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る ２ つ の 頂 点 に 応 力 が 集 中 し 、 そ こ か
ら 亀 裂 が 発 生 し て 、 他 の ブ レ イ ク 孔 の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る 頂 点 に 向 か っ て 進
行 す る ） 、 分 割 後 の 板 状 部 材 （ 例 え ば 子 基 板 ） の ブ レ イ ク 端 面 に 大 き な 凹 凸 が 形 成 さ れ る
こ と を 防 止 し て 、 寸 法 精 度 の 高 い 分 割 板 状 部 材 （ 例 え ば 子 基 板 ） を 得 る こ と が 可 能 に な る
。
　 ま た 、 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 間 欠 的 に 複 数 の ブ レ イ ク 孔 を 形 成 す る よ う に し て い る の
で 、 従 来 の よ う に 連 続 す る ス ク ラ イ ブ ブ レ イ ク ラ イ ン （ ブ レ イ ク 用 溝 ） を 形 成 す る 場 合 に
比 べ て 、 板 状 部 材 の 強 度 を 高 く 保 持 し て 、 取 り 扱 い 工 程 で 割 れ が 発 生 し た り す る こ と を 防
止 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 本 願 請 求 項 １ の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 に お い て 、 「 多 角 形 の ２ つ の 頂 点 が 想 定 ブ レ
イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る 」 と は 、 一 本 の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 一 つ の ブ レ イ ク 孔 の ２ つ
の 頂 点 が 位 置 す る こ と を 意 味 す る も の で あ る が 、 例 え ば 、 上 記 一 本 の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン
と 直 交 す る 他 の 一 本 の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン が あ る 場 合 に 、 上 記 ブ レ イ ク 孔 に お け る 、 上 記
一 本 の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る ２ つ の 頂 点 以 外 の 他 の ２ つ の 頂 点 が 上 記 他 の 一 本
の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る こ と を 排 除 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 願 請 求 項 １ の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 に お い て 、 ブ レ イ ク 孔 は 板 状 部 材 を 貫 通 し て
い な く て も 、 ま た 、 板 状 部 材 を 貫 通 し て い て も よ い 。 た だ し 、 板 状 部 材 を ブ レ イ ク す る ま
で 、 板 状 部 材 の 強 度 を 高 く 保 つ 見 地 か ら は 、 板 状 部 材 を 貫 通 し な い ブ レ イ ク 孔 を 形 成 す る
こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 の よ う に 、 ブ レ イ ク 孔 の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に
位 置 す る ２ つ の 頂 点 の 角 度 を ９ ０ ° 以 下 に し た 場 合 、 応 力 が ブ レ イ ク 孔 の 想 定 ブ レ イ ク ラ
イ ン 上 に 位 置 す る ２ つ の 頂 点 に よ り 集 中 し や す く な り 、 ブ レ イ ク 時 に 、 よ り 確 実 に 亀 裂 を
想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン に 沿 っ て 進 行 さ せ る こ と が 可 能 に な る た め 、 さ ら に 寸 法 精 度 の 高 い 分
割 板 状 部 材 を 得 る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 の よ う に 、 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン が 、 ブ レ イ ク 孔 の
想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る ２ つ の 頂 点 の 等 角 ２ 等 分 線 と な る よ う に し た 場 合 、 ブ レ
イ ク 時 に 、 さ ら に 確 実 に 亀 裂 を 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン に 沿 っ て 進 行 さ せ る こ と が 可 能 に な り
、 寸 法 精 度 の 高 い 分 割 板 状 部 材 を 得 る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 の よ う に 、 ブ レ イ ク 孔 を レ ー ザ ー 光 に よ っ て 形 成
す る こ と に よ り 、 効 率 よ く 、 開 口 部 平 面 形 状 が 多 角 形 で 、 か つ 、 該 多 角 形 の ２ つ の 頂 点 が
想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に 位 置 す る よ う に 、 間 欠 的 に 複 数 の ブ レ イ ク 孔 を 形 成 す る こ と が 可
能 に な り 、 本 願 発 明 を よ り 実 効 あ ら し め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 の よ う に 、 レ ー ザ ー 光 と し て 、 エ ネ ル ギ ー 密 度 分
布 が ト ッ プ ハ ッ ト 型 の も の を 用 い る こ と に よ り 、 ブ レ イ ク 孔 の 頂 点 を よ り 鋭 利 に す る こ と
が 可 能 に な り 、 応 力 を 頂 点 に 集 中 さ せ や す く な り 、 ブ レ イ ク 時 に 、 さ ら に 確 実 に 亀 裂 を 想
定 ブ レ イ ク ラ イ ン に 沿 っ て 進 行 さ せ る こ と が 可 能 に な る こ と か ら 、 寸 法 精 度 の 高 い 分 割 板
状 部 材 を 得 る こ と が 可 能 に な る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 願 発 明 （ 請 求 項 ６ ） の 基 板 は 、 平 面 形 状 が 多 角 形 で ２ つ の 頂 点 が ブ レ イ ク 端 面
と 上 面 の 境 界 部 で あ る 稜 線 部 に 位 置 す る 切 欠 き が 、 周 縁 部 に 所 定 の 間 隔 を お い て 複 数 形 成
さ れ て お り 、 こ の 本 願 発 明 の 基 板 は 、 上 記 の 本 願 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 を
用 い て 製 造 す る こ と が 可 能 で あ り 、 本 願 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 を 用 い て 製
造 す る こ と に よ り 、 端 面 に 凹 凸 の 少 な い 、 寸 法 精 度 の 高 い 基 板 を 提 供 す る こ と が 可 能 に な
る 。
　 な お 、 本 願 発 明 （ 請 求 項 ６ ） に お け る 基 板 と は 、 プ リ ン ト 配 線 基 板 、 多 層 基 板 な ど 種 々
の 基 板 を 含 む 広 い 概 念 の も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に 本 願 発 明 の 実 施 例 を 示 し て 、 本 願 発 明 の 特 徴 と す る と こ ろ を さ ら に 詳 し く 説 明 す
る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 ア ル ミ ナ か ら な る 厚 み が ０ ． ８ mmの 板 状 部 材 （ 親 基 板 ） を 分 割 し て 、
複 数 個 の 子 基 板 に 分 割 す る 場 合 を 例 に と っ て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 願 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 板 状 部 材 （ 親 基 板 ） の 分 割 方 法 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２
は 図 １ の 親 基 板 の 要 部 を 拡 大 し て 示 す 平 面 図 、 図 ３ は ブ レ イ ク 孔 の 形 状 な ど を 示 す 拡 大 斜
視 図 、 図 ４ お よ び 図 ５ は レ ー ザ ー 光 の 種 類 と 形 成 さ れ る ブ レ イ ク 孔 の 形 状 の 関 係 を 示 す 図
、 図 ６ は 分 割 し た 子 基 板 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 ま ず 、 板 状 部 材 （ 親 基 板 ） と し て 、 ア ル ミ ナ か ら な る セ ラ ミ ッ ク グ リ
ー ン シ ー ト を 積 層 し て 焼 成 し 、 厚 み ０ ． ８ mmの 積 層 体 を 作 製 し た 。
　 そ し て 、 Ｃ Ｏ 2 レ ー ザ ー を 使 用 し て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 板 状 部 材 （ 親 基 板 ） １ の 、 互
い に 直 交 す る 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ， ２ ｂ 上 に 、 所 定 の 間 隔 を お い て 複 数 の ブ レ イ ク 孔
（ 不 貫 通 孔 ） ３ を 形 成 し た 。
　 な お 、 こ の 実 施 例 で は 、 製 品 の 寸 法 （ 目 標 寸 法 ： ５ mm× ４ mm） を 考 慮 し て 、 互 い に 直 交
す る 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ， ２ ｂ の う ち 、 一 方 （ 図 ２ の 縦 方 向 ） の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン
２ ａ ， ２ ａ の 間 隔 Ｍ は ５ mm、 他 方 （ 図 ２ の 横 方 向 ） の 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ｂ ， ２ ｂ の 間
隔 Ｎ は ４ mmと し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ブ レ イ ク 孔 ３ の 配 設 ピ ッ チ Ｐ （ 図 ２ ） は ０ ． １ ５ mmと し た 。 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン
２ ａ ， ２ ｂ に 沿 っ て 親 基 板 １ を 確 実 に 分 割 で き る よ う に す る た め に は 、 ブ レ イ ク 孔 ３ の 配
設 ピ ッ チ Ｐ は 、 通 常 、 ０ ． １ ～ ０ ． ３ mmの 範 囲 と す る こ と が 望 ま し く 、 特 に ０ ． １ ～ ０ ．
２ mmの ピ ッ チ と す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 で は 、 ブ レ イ ク 孔 ３ と し て 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 開 口 部 平
面 形 状 が 略 正 方 形 で 、 立 体 形 状 が 四 角 錐 形 状 の ブ レ イ ク 孔 ３ を 形 成 し た 。
　 な お 、 ブ レ イ ク 孔 ３ を 形 成 す る に あ た っ て は 、 例 え ば 、 光 路 の 途 中 に 、 形 成 す べ き ブ レ
イ ク 孔 ３ に 対 応 す る 正 方 形 状 の 開 口 （ 光 通 過 孔 ） を 有 す る マ ス ク （ 図 示 せ ず ） を 配 設 し 、
こ の マ ス ク を 介 し て レ ー ザ ー 光 を 照 射 す る こ と に よ り 、 開 口 部 の 平 面 形 状 が 正 方 形 の ブ レ
イ ク 孔 ３ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 こ の ブ レ イ ク 孔 ３ は 、 対 角 位 置 に あ る ２ つ の 頂 点 Ｓ が 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ，
２ ｂ 上 に 位 置 し 、 か つ 、 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ， ２ ｂ が 、 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ， ２
ｂ 上 に 位 置 す る ブ レ イ ク 孔 ３ の ２ つ の 頂 点 Ｓ ， Ｓ の 等 角 ２ 等 分 線 と な る よ う に 形 成 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ブ レ イ ク 孔 ３ の 寸 法 は 、 上 述 の よ う な 条 件 で は 、 対 角 長 さ Ｘ が ０ ． １ mm程 度 の 寸
法 と す る こ と が 望 ま し い 。 な お 、 対 角 長 さ Ｘ を ０ ． １ mmと し た 場 合 、 ブ レ イ ク 孔 ３ の 一 辺
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の 長 さ Ｙ は 約 ０ ． ０ ７ mmと な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 ブ レ イ ク 孔 ３ の 深 さ は 、 分 割 す べ き 板 状 部 材 （ 親 基 板 ） １ の 厚 み や 構 成 材 料 な ど
を 考 慮 し て 、 最 適 な 深 さ を 選 択 す る こ と が 望 ま し い 。 例 え ば 、 こ の 実 施 例 で は 、 親 基 板 １
が ア ル ミ ナ か ら 形 成 さ れ て お り 、 か つ 、 そ の 厚 み が ０ ． ８ mmで あ る こ と を 考 慮 し 、 ブ レ イ
ク 孔 の 深 さ は 約 ０ ． ２ mmと し た 。 な お 、 こ の 場 合 の 、 レ ー ザ ー 光 の 加 工 点 エ ネ ル ギ ー 量 の
最 適 値 は 、 深 さ ０ ． １ ３ mmの 位 置 で ５ mＪ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 で は 、 ブ レ イ ク 孔 ３ を 形 成 す る た め の レ ー ザ ー 光 と し て 、 エ ネ ル ギ ー
分 布 密 度 が ト ッ プ ハ ッ ト 型 分 布 の レ ー ザ ー 光 を 用 い た 。
　 図 ４ (ａ )に 示 す よ う に 、 エ ネ ル ギ ー 分 布 密 度 が ガ ウ シ ア ン 分 布 の レ ー ザ ー 光 を 用 い た 場
合 、 図 ４ (ｂ )に 示 す よ う に 、 ブ レ イ ク 孔 ３ の 頂 点 Ｓ が 丸 み を 帯 び た 形 状 と な り 、 応 力 が 頂
点 Ｓ に 集 中 し に く く な る た め 、 親 基 板 １ を ブ レ イ ク す る 際 に 、 亀 裂 を 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン
２ ａ ， ２ ｂ （ 図 １ ～ 図 ３ ） に 沿 っ て 進 行 さ せ る こ と が 困 難 に な り 、 ブ レ イ ク 端 面 に 凹 凸 が
形 成 さ れ や す く な る が 、 図 ５ (ａ )に 示 す よ う に 、 エ ネ ル ギ ー 分 布 密 度 が ト ッ プ ハ ッ ト 型 分
布 の レ ー ザ ー 光 を 用 い た 場 合 、 図 ５ (ｂ )に 示 す よ う に 、 ブ レ イ ク 孔 ３ の 頂 点 Ｓ ， Ｓ を 鋭 利
に す る こ と が 可 能 に な り 、 親 基 板 １ を ブ レ イ ク す る 際 に 、 応 力 を 頂 点 Ｓ に 集 中 さ せ や す く
な る た め 、 亀 裂 を 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ， ２ ｂ に 沿 っ て 確 実 に 進 行 さ せ る こ と が 可 能 に
な り 、 ブ レ イ ク 端 面 に 凹 凸 が 少 な く 、 寸 法 精 度 の 高 い 子 基 板 （ 分 割 板 状 部 材 ） ２ １ を 得 る
こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ は 、 上 記 実 施 例 の 方 法 に よ り 、 厚 み が ０ ． ８ mmの 親 基 板 （ 板 状 部 材 ） １ に 、 エ ネ ル
ギ ー 分 布 密 度 が ト ッ プ ハ ッ ト 型 分 布 の レ ー ザ ー 光 を 用 い て 、 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン 上 に ブ レ
イ ク 孔 を 形 成 し た 後 、 親 基 板 １ を 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン に 沿 っ て 分 割 す る こ と に よ り 得 た 基
板 （ 子 基 板 ） ２ １ を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 記 実 施 例 に か か る 板 状 部 材 の 分 割 方 法 を 用 い て 親 基 板 を 分 割 す る
こ と に よ り 得 ら れ た 子 基 板 ２ １ は 、 平 面 形 状 が ５ mm× ４ mmの 長 方 形 の 基 板 で あ り 、 周 縁 部
に は ブ レ イ ク 孔 ３ （ 図 ２ ， 図 ３ ） が 分 割 さ れ る こ と に よ り 形 成 さ れ た 平 面 形 状 が 三 角 形 で
２ つ の 頂 点 Ｓ ’ が ブ レ イ ク 端 面 ２ １ ａ に 位 置 す る 切 欠 き ２ ２ が 所 定 の 間 隔 を お い て 配 設 さ
れ た 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 実 施 例 の 方 法 に よ れ ば 、 レ ー ザ ー 光 を 照 射 す る こ と に よ り 、 板 状 部 材 （ 親 基 板 ） １
の 表 面 に 、 ２ つ の 頂 点 Ｓ が 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ， ２ ｂ 上 に 位 置 す る よ う に 、 間 欠 的 に
複 数 の ブ レ イ ク 孔 ３ を 形 成 し 、 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ， ２ ｂ に 沿 っ て 板 状 部 材 １ を 分 割
す る よ う に し て い る の で 、 前 述 の 従 来 の 方 法 の よ う に 、 連 続 す る ス ク ラ イ ブ ブ レ イ ク ラ イ
ン （ ブ レ イ ク 用 溝 ） を 形 成 す る 場 合 に 比 べ て 、 板 状 部 材 １ の 強 度 を 高 く 保 持 し て 、 取 り 扱
い 工 程 に お け る 割 れ の 発 生 を 防 止 す る こ と が 可 能 に な る と と も に 、 ブ レ イ ク 孔 ３ の ２ つ の
頂 点 Ｓ が 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ， ２ ｂ 上 に 位 置 す る よ う に し て い る こ と か ら 、 ブ レ イ ク
時 に 、 亀 裂 が 進 行 す る 方 向 が 定 ま り 、 板 状 部 材 １ を 分 割 し た 後 の 子 基 板 ２ １ の ブ レ イ ク 端
面 ２ １ ａ に 大 き な 凹 凸 が 生 じ る こ と を 防 止 し て 、 寸 法 精 度 の 高 い 子 基 板 ２ １ を 得 る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ， ２ ｂ が 、 ブ レ イ ク 孔 ３ の ２ つ の 頂 点 Ｓ の 等 角 ２ 等 分 線
と な る よ う に し て い る の で 、 ブ レ イ ク 時 に 、 亀 裂 を 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ ａ ， ２ ｂ に 沿 っ
て 進 行 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 寸 法 精 度 の 高 い 子 基 板 ２ １ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 例 で は 、 ブ レ イ ク 孔 ３ と し て 平 面 形 状 が 正 方 形 の ブ レ イ ク 孔 ３ を 形 成 し
た が 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン ２ 上 に 位 置 す る ２ つ の 頂 点 の 角 度 が ９ ０ °
未 満 と な る （ 鋭 角 に な る ） よ う な 菱 形 の 形 状 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 さ ら
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に 応 力 を 、 ２ つ の 頂 点 Ｓ に 集 中 し や す く し て 、 ブ レ イ ク 時 に さ ら に 確 実 に 亀 裂 を 想 定 ブ レ
イ ク ラ イ ン ２ に 沿 っ て 進 行 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 さ ら に 寸 法 精 度 の 高 い 子 基 板 を 得 る
こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 ブ レ イ ク 孔 ３ の 形 状 と し て は 、 図 ８ に 示 す よ う に ６ 角 形 の 形 状 と す る こ と も 可 能
で あ る 。
　 ブ レ イ ク 孔 ３ の 形 状 と し て は さ ら に 他 の 形 状 と す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ の 具 体 的 な 形
状 に 特 別 の 制 約 は な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 例 で は 、 レ ー ザ ー 光 と し て 、 エ ネ ル ギ ー 分 布 密 度 が ト ッ プ ハ ッ ト 型 分 布
の レ ー ザ ー 光 を 用 い て い る が 、 場 合 に よ っ て は ガ ウ シ ア ン 分 布 な ど の 他 の タ イ プ の レ ー ザ
ー 光 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 例 で は 分 割 す べ き 板 状 部 材 が ア ル ミ ナ か ら な る も の で あ る 場 合 を 例 に
と っ て 説 明 し た が 、 本 願 発 明 に お い て 分 割 す べ き 板 状 部 材 の 種 類 に 特 別 の 制 約 は な く 、 他
の 種 々 の 板 状 部 材 を 分 割 す る 場 合 に 広 く 本 願 発 明 を 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 願 発 明 は さ ら に そ の 他 の 点 に お い て も 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の
範 囲 内 に お い て 種 々 の 応 用 、 変 形 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 願 発 明 の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 に よ れ ば 、 ブ レ イ ク 時 に 、 亀 裂 が 進 行 す
る 方 向 が 定 ま り 、 分 割 後 の 板 状 部 材 （ 例 え ば 子 基 板 ） の 端 面 に 大 き な 凹 凸 が 形 成 さ れ る こ
と を 防 止 し て 、 効 率 よ く 、 寸 法 精 度 の 高 い 分 割 板 状 部 材 を 得 る こ と が 可 能 に な る 。
　 し た が っ て 、 本 願 発 明 は 、 電 子 部 品 の 製 造 工 程 に お い て 親 基 板 を 分 割 す る 工 程 や 、 親 基
板 を 分 割 す る 工 程 を 経 て 製 造 さ れ る 電 子 部 品 の 製 造 工 程 な ど に 広 く 用 い る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 板 状 部 材 の 分 割 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 親 基 板 の 要 部 を 拡 大 し て 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 発 明 の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 の 一 実 施 例 に お い て 形 成 し た ブ レ イ ク 孔 の 形 状 な
ど を 示 す 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 (ａ )は ガ ウ シ ア ン 分 布 の レ ー ザ ー 光 の エ ネ ル ギ ー 密 度 の 状 態 を 示 す 図 、 (ｂ )は ガ
ウ シ ア ン 分 布 の レ ー ザ ー 光 を 用 い て 形 成 し た ブ レ イ ク 孔 の 開 口 部 の 平 面 形 状 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 (ａ )は ト ッ プ ハ ッ ト 型 分 布 の レ ー ザ ー 光 の エ ネ ル ギ ー 密 度 の 状 態 を 示 す 図 、 (ｂ )
は ト ッ プ ハ ッ ト 型 分 布 の レ ー ザ ー 光 を 用 い て 形 成 し た ブ レ イ ク 孔 の 開 口 部 の 平 面 形 状 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 願 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 分 割 方 法 に よ り 分 割 し た 子 基 板 を 模 式 的 に 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 本 願 発 明 の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 に お い て 板 状 部 材 に 形 成 さ れ る ブ レ イ ク 孔 の 変 形
例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 願 発 明 の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 に お い て 板 状 部 材 に 形 成 さ れ る ブ レ イ ク 孔 の 他 の
変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 (ａ )は 従 来 の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 を 示 す 斜 視 図 、 (ｂ )は そ の 要 部 を 示 す 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 板 状 部 材 の 分 割 方 法 の 問 題 点 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-13004 A 2006.1.12



　 １ 　 　 　 　 板 状 部 材 （ 親 基 板 ）
　 ２ ， ２ ａ ， ２ ｂ 　 　 　 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン
　 ３ 　 　 　 　 ブ レ イ ク 孔 （ 不 貫 通 孔 ）
　 ２ １ 　 　 　 子 基 板 （ 分 割 板 状 部 材 ）
　 ２ １ ａ 　 　 子 基 板 （ 分 割 板 状 部 材 ） の ブ レ イ ク 端 面
　 ２ ２ 　 　 　 切 欠 き
　 Ｍ ， Ｎ 　 　 想 定 ブ レ イ ク ラ イ ン の 間 隔
　 Ｐ 　 　 　 　 ブ レ イ ク 孔 の 配 設 ピ ッ チ
　 Ｓ 　 　 　 　 ブ レ イ ク 孔 の 対 角 位 置 に あ る 頂 点
　 Ｓ ’ 　 　 　 頂 点
　 Ｘ 　 　 　 　 ブ レ イ ク 孔 対 角 長 さ
　 Ｙ 　 　 　 　 ブ レ イ ク 孔 の 一 辺 の 長 さ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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